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鉄道貨物ターミナルの効率的整備および利用に関する研究 
－KTL ターミナルの事例を中心に－ 
A Study on Efficient Development and Access in Rail Freight Terminal  




KTL Terminal was developed as public rail freight terminal. This development is regarded as rational behavior  
in terms of economics. However, it can be justified in the condition of no congestion. Nowadays, congestion  
charge in rail freight terminal in Germany is prohibited. In order to make the terminal more efficient,  
comparing congestion in road, it should be considered to introduce the charge in the terminal. 
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3.1  設立の経緯と施設拡大 










に KTL が設立された。 
 2000 年に初期の荷役施設である Module 20（564m
の 4 線荷役）とそれに関連する保管施設の運用が開始 






















土地の保有者 DUSS BASF FL Hatchison 
施設・機器の保有者 DUSS BASF FL Hatchison 
土地や施設・機器の所有者が 
ターミナルを利用するか？ No Yes Yes No 
表 1 保有と利用から見た貨物ターミナルの比較 
図 1 KTL ターミナルにおける荷役施設の位置 
－ 28 －
  
たな荷役施設として Module10（620m の 9 線荷役）と
追加拡大された保管施設が整備され 2005 年から運用
が開始された。更なる利用量の増大に伴い、Module30
（620m の 9 線荷役）とそれに関連する保管施設が整備
され、2012 年より運用が開始された。 
3.2  KTL ターミナルの概要（所有者、利用者） 
 KTL ターミナルは 25 万 m2の貨物ターミナルであり



















図 2 KTL ターミナルの施設・機器 
 















図 3 KTL ターミナルの保有者・管理者 









KTL で取り扱う貨物の 20%は BASF の化学品である。 







KTL の企業形態は資本金 100 万ユーロの株式会社で
ある（従業員数 175 名）。表 2 に示したように、KTL
の 40%の株式は BASF が保有している。これは土地や
機器の多くを保有するBASFがKTLの経営に大きく関
わっていることを示しており、実質的な意味で BASF
が KTL の保有者であることが指摘できる。BASF 以外
の株式は、Kombiverkehr 社、Hupack 社、Bertsch 社、
Hoyer 社の 4 社（以下「株主 IO」）によって保有され
ている。株主 IO は KTL の主要な利用者であり、KTL  
 




主要利用者である IO が株主になることで、KTL タ
ーミナルの保有者である BASF は、KTL の運営に対す





























クレーン（荷役） 85% 15% 































図 4 KTL ターミナルのクレーン 
3.4 KTL ターミナルのハンドリングチャージ 
KTL ターミナルの主要業務はコンテナやスワップボ
ディーの荷役作業であり、荷役作業の料金（以下「ハ
ンドリングチャージ」）が KTL の主な収入源となる。 
2018 年度末において、KTL ターミナルのハンドリング
チャージは、コンテナやスワップボディーの大きさに
関係なく 1 個あたり 21.9 ユーロである。ドイツ国内の
一般的な鉄道ターミナルのハンドリングチャージは 50










を 定 め る NBS （ Nutzungsbedingungen für die 


























は、1 時間以内の遅延と 1 時間以上の遅延によって対応































図 6 に示したように、KTL は運用開始後、利用量が
増大している。2000 年から 2017 年の間に利用量は、
約 10 倍増大しており、今後も利用量は増大すると予測

































































2. 利用者および KTL を交えた話し合い（調整） 
↓ 




4.  連邦ネットワーク庁、利用者、KTL を交えて話し合い 
（調整） 
↓ 
5.  連邦ネットワーク庁による裁定（オークション） 
↓ 



















































う BASF の思惑があったと推測される。事実、2018 年
度末において、KTL における BASF の利用割合は 20％























図 7 KTL ターミナル整備に関する利害関係 
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